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感動のある算数の教材開発
- ｢魔 法 陣 ｣ を 晃頁 材 と し て -
一節2学年 rかllLr)圭ほ う｣ -
研究の要約
森金 永二 *
_iJOl.数嫌いの児並 ･生徒IJ)増)Jnがiu.ziJ,念 さ1-Ltiしめてか ら久 しい 教師が指壷力を伸
ば し適 切な鞍敏的楢劫が行われ,数学的/亡考 え方や計算力,知絶 .技能が+ どもに
身に付けば,学ぶ膚びを感 じ欝徴嫌いは減 ってい くであろ う,
しか し,教師の指導力向上のために教 Fj研 究をする中で,今扱 われている硬軟科
の勉材 を見たとき.子どヰ､にとって蛙 力的な内零か ど うか私は疑問を感 じた｡故 fIL
やLx]形 の世界には ｢不思隅だ｣ r美 LいJ と漉感的に感 じ取 ろ感動や論埋的に思考
を進めて対優にかかわる313もしろさがあろ と考える｡
そ こで,子 どもに とって不思砧 さやお もしろさを感 じ取 ることがで き, 2年生な
が ら試行錯誤的に論BJ!_を展糊できろ′Lうな損 等が柵TJi:て きないか と考え, r碇蛙
悼.1を謄材 と して ｢敵の並びのrf=)にある下思訴 さ｣を感 じ取る学習 を工夫 した.
1 教剛洞発の視点と方法
(1)節敬附 二おける感動 とはり
界故印における感肋とは何であろうか,一般
的には,Fl.,越が解決できた時のぜひや'(.r'ft.菖iJ
-hわ図 形u)美しさなどがあげLlれよう,私はこ
の他に守,, ｢不思誠だ lJと在_感的に嫉 L:る慈
辻や人海が良牛に渡って創 り上げてきた学問FtL
系としてu)魅力も感 じている｡また,論理的に
考えを進める_おもしろさと)感軌につなかろt/)で
はないかと考えている｡
算数 .牧草 U)世界には,教科iFには取 り上げ
られていないような敬に附ナる不思訴な間曙や
おもしろいハ ズルがある,それ JLl,知的好衝
心をくすぐったり,gY_かな数的依Iitを並ったr7.
JTLl.考rT)論硬性を探～ノ)た りナ7.)などの,;JJ騒がある
と考える また,それ らは歴史的にRても古く.
他界各同に存在 し,多くの人々に親 しよれてい
ち
*岡山大学教育学部附M.小学校
私トヒ世に広 くあろお tJしろい間膜やパズルの
中でどうにかj-,実すれば事故())柁博が破立 し,
かつ,子 どもに感動を与える二_L･ができるu)で
はf亡いかと考え, 21F-生にふさわ しくTi･,3Jこ･)
噛･FIを吟喋 し授芋'jLI蛇を進〟)ていった
(2)題材 ｢魔法陣｣｢ついて
様t･fi:甘舷 ･苫師を調へていくうfJに, r魔
法陣Jにltt会っ!.: ｢畷法師｣とは,下回の 上
A-)に,縦,柄,斜めに加えてもI=Hが等 し(なる
ように並べた bU)です (1かr_,9まての盤敬
を並べて,二g)槻倉のfuは 15)
4 9 2
3 5 7
8 1 6
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西洋では魔よけのお守 '/)として使われたり,
中国では4000年 も前に治水工串を していた
ときに現れた神Lf巳の背中に図のような文様が刻
去れたりとい う伝説が残っている｡
(3)指導の工夫
この ｢魔法陣｣を 1時間だけスポット的に取
り扱い指導 したのでは, ｢不思議さ｣は味わえ
たとしてt)子どもに何を身に付けさせたいのか
明確にはならない｡また,2年生にとって複数
の要素を含んだ数の穴埋め問題は初めてtLi全 う
問題形式であるので相帯の1二夫が必要であると
考えたっ
①間舷とその配列の工夫
｢1から9までの数字を縦 J 横,斜めの和が
15になるように9つのマスに入れて唖べなさ
い｣ という問題をいきなりLtjしても,2年生に
とっては超音をつかみにくく解決もできないで
あろう｡もちろん ｢不思議さ｣などは味わえな
いO
そこで,段階的に趣意をとらえられ,雌皮 t,
上がっていくように問題を工夫 したり,その市己
列を工毒したりした｡
まで,.bてはめ方が少なく,比較的止び方を
見つけやすい問髄 1を設定 したo
Oの巾に 1-6までの敦を入れてたす｡
〇一〇一〇がどれ も9になるようにならべ
ましょうO
二二 千 L二 二
図 1
この間題は.あつか う数が 1から6までで和
が 9になるた し節なので2年生の計算力で十分
できる｡あてはめ方も魔法陣ほど多くなく,猶
入間牌として適切であるO
この間越では, ｢9を越えるので2回足され
るiJtしっ二に小さい数を入れなければならな
い｣と論確的に考えたり. ｢3つのた し詩を使
えば計昇できる｣と既習事項を信州 させたりし
て考えを進めさせたい｡
次に,問題 2としてOの紋を増や し杓も17
と大きくした,
この間越では,問題 1と同様に rはしっこに
入れないければならない数｣を考えた後,r後
いくつで 17になるから｣と逆思考で問題を解
いた りして考えを進めさせたい｡
I)の中に 1-9まで'J)数を入れてたす∪
⊂)-0-⊂)一〇がどれも17になるJ:うに
ならべまし｣ーう｡
__∴
図 2
最後に問題 3として,魔法師を設定 し-/こ｡魔
法帖では9つのマスの中に数字をあてtiめてい
くが,同様の)T3式にするためにL+13のようにO
を3つずつ並べて線でつないだ｡
この間越では,縦,横,斜めのどの和も15
にならなければなr)ないOあてはめ方 も同船 1
や 2に比べて多くなっているo Lか し,問趨 1,
間膜 2を経験 している [-どらは4r.]も使われる
束ん中U)00-)摘要性に気付くor,Lfん中に入る
数は大きくてヰ,小さくても15にはならない｣
と考えろと ｢5を入れてみると後は 10になる
組み合わせを見つけていけばよい｣と論理的に
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考えていく｡試行錯誤的に 10になる組み合わ
せを並べていくと, ｢7,8,9は足 してはい
けないのでばらばらに並べる｣とい うことにも
気付いていく｡
Oの中に 1-9までの数を入れてたすけ
0-0-0がどれも15に/i:るようにな･r)
べましょう｡
三
園3
以 Lのように2年生の力に合 うよう工夫 し,
問題の難度を徐々に上げていく配列を工夫をし
た｡
②試行錯誤的に輪理を展開する党間
¢)の配列で間越を進めていくと,問題 1が問
題 2の根拠になったり,間曙 1や 2lD経験が問
題 3の気づきになった りしている｡
各問題で,指導者が根拠になることを明 らか
に して,論理的な子ともの気づきが生まれる と
う発間 していかなくてけならない.
問題 1では, ｢2回任 うはしっこが重曹だ｣
ということに気付くような発間を設定 しなけれ
ばならない｡
問題 2では.3につなげるためにも1と同様
にはしっこに意醜づける発間が必要であるO ま
た,すばや く計芥するためには 10の組み合わ
せを作る鹿要性にも気付かせてや りたい｡
関越 3では,授業の導入部分でRlん中が並菅
であること,巧ん中には5が入ることに気付か
せたい｡
児穂が論理的に懸考を進められるような顎間
も感動に必要である｡
③ グループ活動u)工夫
この単元では毎時間,小 さなホワイ トポーー ド
に図とマグネッ トがついた数字を川音 し, 4人
組で考えるように した｡そa)際,司会役を決め,
どの子にも自分の考えろ並べ方を凝言できるよ
う配胤 したa
自分-人では考えるのに困難さを感 じる児畠
もいる｡一緒に並べ方を考え達成することがで
きたと感 じれば感動 rL,味わえるのではないかと
考えたD
2 坤.元構成-2年 ｢かすのまほ う｣-
(1)単元U)目標 .評ld方規準
0間鰭の条件にあてはまるようにOo')中に入
る数を進んで考えようとする.
(I臥し- 意欲 ･態度)
○開腹の条件に合 うように数の並べ方を筋道
立てて考えることができる｡
(数学的な考え方)
03口や4口のた し節ができる｡
(衣現 ･処理)
○軽散はある数 とある敬に/分解 したり,ある
敬に合成できることを理解 している｡
(知蛾 .理解)
(2)単元計画
1時 Oの中に 1-6まで数を入れてたし,
どれも9になる｡
2時 ○の中に 1-9まで数を入れてた し,
どれも17になる｡
3時 Oの中に 1- 9まで数を入れてた し,
どれ も15になる巾
4時 自由勉強で不思純な散の並びを見つ
け とう =媒外)
3 指導の実際
(1)第 1時
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/l1本時のR標
決/rj錯誤的にC)く/)中に 1かL1
6までU)軟をtf′べ, どO-)辺 L,9
になろ Iーうなl]'J,ベガを考えるこ
とができろ (牧羊的/E考え方)
Ll'､本が(a)屑開
問題から,本時のめあてを i)/)
T じ･(.め.こことここ代何,
盛 ｡ ;
⑤⊂ (/ノr71.r~どんf亡牧が人7)かF,li】いか.チ,いく
ノ)か(/)相打,i:取 り いデて,趨正がと｢,jl,Jt)Jtろ
よ')に閑地哨面について話 し合 う.ELしつこに
入る紋が両替で,1,､ることを話 し合った り,今 点
で31｣u)た し'.I,丁をしたことが.ii'ること子,恐､蛙さ
はた りしfL･が ら,木崎U)め.f･)てがiてろLJ)に
~】:I
T Iqなさん.二u)図を見よしょう､
(岡 1を粒,-r=十･7J)
C 二Ifl/､I
C ′_;7J;6一){Vろ !
C 二か･.て辞放 L)
T 舟)は/-上､ノTnit-んなIi!他 だrJうわ
川口也文<_･仮.乍)
:I)'Cんでみ tL上･-)
(みんなで流L,)
C -)i)&､!なん/Jl二日もL,i){ う .
C わ/)I 'た !わかr)た I
C でき,3できる I
T 木'1 ここにrt何が入ろの
日】々 に)
LL て,
C こ3 ｡
C 6,.
T ノー :)り適gi'I,こ言ってる,I)ウ
C ナ'が うTJが う !,i)か7Jヒ
T TpTがわかる/J)L
C ここi･こことここ.'ilと3と5で 9(.
2と2で ･･ ･ L,
それ じゃあ,2を2回侍 っているねリ
別の考えEt'JLtいかな
C 4と2と3で臼だ そ して,3と1と5で
ここも9になった
C それ じゃあ,)紘.筏 tこ6が入って 9には/LIL
t>tいよ
T 適 当に入れていくu)ではだめみたいだわ
どこか rI,考えていく0)がいいのかノ亡 どこ
が大切かな.
C は しっこ,/Ji人切です
T どうしてかな
C u L ′'ニトt2Ll足さ′!しろからです
T どうい うことかなこ
C は しっこIi:ILr)た し顎でもこ U)た し顎に も
1ltHJれ ()/)/'.
T そ うか ~/)ちu)計汀でも仕わilてあっす,
Or)計筋で しはわれているね
C 2回位かれろか 亡,大竹で十
-r /rろほ ど.納'friぐすか｡
(納1riしている1そ1fJl)
T でEl. 3′)cJ)+ニl_訴 t'こきますか;
c l年生の時に してい7Jか J,ノニーt夫 で-i
(みん/L･I)I+.LHごく)
T じゃ+/),今Ilの大こけ/L'ことが,tJ)あてに'なる
31 .I)あて:上?
C は ■- 1=.し′)歓を⊥く考えて並.べよ う｡
C 3′つのた し節子'まt)がえない 上-)に し とう､
T では.2人V)古見を足 して?/),t･'て:Tでi)ヒ
(.y'),ii)て立板題)
この托 ホrノイ トボー ドと詣 L合いの-,ニ
ュアルを配mL,4人紬で PjえていくこL
を知 lI,LJ-た
T で(1,はLっ二には何が入 りそ -)か考えtrLt
がL▲'4人でJl,,くてし､きl LLうL.
4人紺でtl･.ペノブを考える
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◎ 4人組に机を配置Lた後話 し合いのマニュ
アルを配布 し,L,IJ会を決めて順番に発言ができ
るよう指沸 しf･.
T では.順番に話 し合いながら故を稚べてい
きまL Lう.1
(机間指導中)
写n-1 班で､TEび方を考えている
C は しっこから考えていくかl~)･･･
C はしっこに67T入れてみよう上.
C そ11,だと9を越えるよ｡
C どうして?
C 9-6Ft3でした 1と2が I二とここに
入って9に/亡7)でLと｡こV)列Itいいんだ
けれど,他の列が9を越えちIやう上
T 9を越えIJ:いようにす/JtこLt どん/it故を
入れればいいかな,
C 小さい 1や 2や 3を入れる !
(ヒ記のようなや りとりをして並べていった)
写Ji2 並べられた斑q)Ll1品
条件に合 う服べ方を話 し合う
◎ ほとん との既が並べられた後. E･tしっ二
には何を入ILたか｣ ｢その根拠it何か｣r11し
つこ以外の故托どのようにきまっ1-か｣発間 し,
論理的に考えが進めら11jJように した,
T では,どのJ:うな並び方になったか碓RL
よしJ:う｡ まず,めあてにもあるようには
しっこが大切だったね｡は しっこにLt何を
入れましたか｡
C は しっこは 3つあるんだけど, 1, 2, 3,
を入れiiした｡
T どうですかし
(二起既にが=こ.Lil.て数を入れている)
(. いいと思いよす .
写貰 :う Ltしっ二に故を入れる児而
T どうして 1,2, 3を入れたの｡
C 6や 5や 4をは しっこに入れると9を越え
て しまうからです｡
C いいです
T 前に出て並べてみてくれる｡
C は しっこに4, 5.6を入れると4と5で
9や 5と6で 11になって9を越えて しよ
います
T なるほど 本当にそうなってしまいまナ ね ,
じゃあ.は しっこが 1.2,3だとすると
Jの続きはどう/I:りますか
c lと2のrHlには6, 2と3の間にけ4,3
- log-
と1の間には5が入りま十｡
T そjいま,とのように考えたのですかo
c lと2で3｡9-3は6だからでナ
C 計辞すjLFt'師単にでます,
T ～/-=し筒で求めるはずなのにひき筋を使った
のり
C たしていってもいいんだりと, 9になるっ
ていうことか,:)逆にIP,-えるとひき苛に/Lり
ます
C .'Jは 1つの列に 3つだからは LJ'二が決 よ
7)>ELHlの牧も決 まっちゃうo o
T なろほ ど .みfJ:さん納補ですか
(みん/こう/∫:ずく)
◎ 9の場合と同様に考えて,和が 10や 11
J川寺もできないか投げかけ,本時のまとP)とす
ち.
T 二のf71億は和が 9というのが態件でしたが,
10の時もできますか｡
C できろできる !
C やってみたい !｡
(以下省略)
笥2時は上記の笥 1時と同 じようにf&附 して
いったJ)で'rl18する｡
(2)弔 3時
で本的JA)目標
試行組誤的にC)の中に 1から9
主でU.1枚を･tLTべ,どV)辺む15に
/だるよJ)/JL舵べ方を見つりる二L
/)}できる. (牧草的な考え方)
豆本17!J'u)尿閉
聞越か(I,本帖o)めあてをもつ
e)間怯 1や 2をどのように して考えたのか振
り返った後,聞堰3のrF.J腰丈だけ捉示するo越
昔がつかめた後,桝趨 3の図を提示 し,その複
雑さに庇感的に気付 く Lうにする,｢u】越 1や 2
のよう｢考えていくと聞越 .1でも嬉要なマスが
あり,た しざんに使 うF.,I敬が多いマスLtどこが
尋ねることで中心のマスに目が向くようにする｡
中心のマ.人が人切だとJtiiづき始JI')た頃に本時の
めあてを{:irLIJtナろようにするっ
T 今円く/)間趣はこん/J:間煩だよ,
(間越 丈だけ仮荷)
C きの うと同 じだよ｡
C ちふっL･ぷ う と ｡ 15だか｢)きU)う⊥り小
さい｡
C マスが出ていないかrJ.i)からないよ.どん
なa)だろう?
T マスはこれで-1∴
(図を貼る)
C ええ lむずか しそ う!
C こんなのできなし=
C できる :-tきる !
T きU)う>比べると複経だ,hえっとこが 15
になれげいいの｡
(児市が前(､,'1'.て指さす)
T そうかG たくさん 15.二ならないといけ/L･
いね｡むずか しそ :)だね 前u)間担 !･同 じ
ように大部なマスがあるかな
C は LっニQ)･lって-r.
c Jbつ と大UJ/こ_Lころがあ ります よ∈ん中で
す｡
C そ う｡貞ん中(/)方が大和で1｡
T どうして､
C は しつこは 3回足すけど.Ti‡ん中は4L司だ
かrJです
T それ じゃi',).確かめてみよう｡ ･･･本当
だねOであは,laんrr]が大切そ うだね｡ ど
んな敬が入りそ う｡
C 9です｡
C それ じゃあ,大さすぎると思います だっ
て,9と1と5や 9と2と4はいいけど,
後tヒ15を越えちゃうよ｡
T そ うだれ｡
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C 1でもこんどは′いさすぎます.
T では ･･･｡
C だいたい真ん中の 5ぐらいがいいん じゃな
いかな｡
C そ うかもしれない｡
T じゃあ,今 日の火恥なことがめあてに/亡る
ね7めあては?
C 真ん中の敬をよく考えて雅べようL,
C 3つのた し節 もまちかえないよ ')に LよrJ
T では,2人の意見を足 してめあてにする と
(めあてを枝番)
この後,問題 1や 2と同様にホワイトボー
ドと話 し合いのマニュアルを配布 し,4人
紬で考えていくことを知らせた〔
T では,まず出ん中には何が入 V)そ うか考え
ながら4人で並べていきま L Lラ d
4人組で並ベガを考えろ
㊨ 4人組に机を配7正した後話 し合いのマ=ユ
アル/=･配布 し,司会を決めて順番に雅言ができ
るよう輪番 したD
T では,順番に話 し合いなが(.3数を牡ペてい
きまL Lう｡
川し開指導中)
写Ti34 班で並び方を考えている
C i‡ん中はやっぱり5から考えてみよう｡
C 後は 10だから1と9を入れよしL･うニ
C 15にな-)たねこ
C 他に 10になるには ･･･ワ
C 8と2があるよ｡
C 7と3もそ うだ｡
(上古己のようなや りとりをしながら推べて
いった)
写臭5 並へられた雌u)押範
灸件に合 う並べ方を話 し合 う
◎ ほとんどJ=)班が､泣べられた後, ｢岳ん中に
は何を入れたか｣ ｢その根拠は何か)｢畏ん中
以外の数はどのようにきまったか｣確聞 し,論
理的に考えが進められる L-うに したっ
T では,どのような並び方になったか発潔 し
蓋しょう｡まず,～hあてにもある上うに市
ん中が大切だったね,l'iん中には何を入れ
ましたか｡
C 采ん中は足すのに4回も使われるから大切
なんだけど, 1や 9では大きすぎた り小さ
｢rぎたU)で5をいれまLた,
C その後はいいことを見つけたJ:｡
T どんなことですかo
C 15-5は 10だかr,後は 10になるベア
を見つけていった の ,
T やってみてくれる｡
(実際に前に出て数を入れている)
C いいと思います ｡
c 1Oのペアを見つけたんだけど,その後 ヒ
手くM,'ペるu)に苦方しました
一 111-
T とんなI判ったことがあ→たの.
C 7と8.t9を上手く入れないと15を越え
て LまいまLた
C 7とHと9が足されないよう.'=入れ/I:いと
いJモせん,
T そ うか 大きい故の入オLIJ7.こ1,注意 しない
といけないんだね｡
T では,もうlrnl前に.LHてや1-)てくlLEせん
か｡
(｢い椎)
田地 1,2, 3と考えて.感 じたことや思-】
◎ 今 壬で 3間数を此べろりFl越を解決 してみて
トもし/)かったことや 不思議だと思-'たことけ
/こいかJ,之げかけ,本朽u)七L･めとす7,.
T 3/)J)問趣を今まで解いてさました/J.,と
ん,iLtことがJjヰ)しろかったでナ!J､
C rtlij噂(/)J盛りに･T';べJjjLたことで十
C Jli･後tJ)関越I.t本tJ'Ir.出きろノ)か下.rLl.歳だっ
た:Tl.でき rtかっ1-
T i`:-lt-ん′Lt唖び方はみんなの′F_lEu)L･に t,
rJ-ら/vf=i-_ ;-_とえL-fオ1,-/ッシこし,トンlr)
･:r､タンべ.I.止L:iu)政幸を見てご-,ん.
(以 卜'Lyl帖)
4 rl.三溝宅FI.S研究の考察と完現題
本実践で代, 2Ll)(3)指導の工夫で挙げた
次 U)視点で考察する,
(1)問越 ヒそのl妃列(r)工夫
雌iて仰の問雌へつ/亡ぐ持場 1や 2が,+i:か･-'た
ら. 2年11には任 しい内 J`Sであっただろ う 低
享牢cJ)兜.領か臥昔をとrJえろにH,椎作や例が
とtJ･Il'Ll･hろし雌法師だけを トヒック的に鞭 J)a)
i,I.t･}｣tは寸,I)少しと学年で杓 うしい ､と考える
(2)訊'ffgu't.i郎勺に論理を凧糊十る矩聞
ヰ･.1ろ堤食U)(･怨i:もとに詣 11担,+(進LV)ていくこ
とIt托乍iFかJ,でJt,でき7) 本■仁報の 上う.こfi.
休的に敗を動かしながら試行卓絶誤的(~考える活
動fL2年1-にあっていたと考えろOここには=
の致.(ヒ入 りタないと条件を整備 してSJ'えている
I)L韮 もいたo)で論PrI=的に考えるiJi,しろさ'L,咲
わえていたJ)でけ/こいかと考えるl
(3) /ノt- ノ Tln-lJV)工)1-
2咋′卜.にとり こべJや碓 しい間鱈であ･_'たが,
グ,し-フIT･粒り組んだf-めに全gr,(r)比が解決で
きた 4人で考えr=り話 し介いを進F/)ろ結血は
1,)a)答え,i･,Tq･くという臼的連破rJ)たy)にイJ-効
であ-JたV)では/こいか ヒF,.える｡
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